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〈 家 計 調 査 〉 二人以上の世帯用

家計調査は、国民生活における家計収支の実態を把握することを目的とする国の基幹統計調査です。家計簿に入力いただい
た日々の支出と収入、これらに伴う金銭の流れをもとに作成される家計統計は、経済政策・ 社会政策などの基礎資料として用
いられる大変重要な統計です。

家計簿の3種類の入力欄に、それぞれ該当するものを入力してください。

口座自動振替による支払

※なお、家計簿とは別に、記入開始1か月目の後半に『年間収入調査票』を、3か月目の前半に『貯蓄等調査票』の入力をお願いします。
※調査の内容、家計簿の入力のしかたなどについて分からない点がありましたら、調査員が訪問した際または「お問い合わせ」機能にてご質問ください。

・家計簿の入力については、お手数をおかけしますが、本冊子『家計簿の入力のしかた』をご覧いただき、正確な入力をお願いします。
なお、本冊子は、調査期間を通して使用しますので大切に保管してください。
・入力内容は、法律 (統計法) によって厳重に保護されます。家計簿にはありのままの入力をお願いします。

家 計 簿

・公共料金、家賃、住宅ローンの引落しなど
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口座への入金（給与・年金等）

・毎月の給与や賞与、
  公的・個人年金、
  仕送り金など
・収入から引かれる税金や
  社会保険料など
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現金収入又は現金支出

・賃金（現金）、謝礼金、せん別・祝金など 
・口座からの引出
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・ショッピング、利用サービスの支払、せん別・祝金など
・口座への預入

・クレジットカード、掛買い・月賦、 電子マネー、商品券、デビットカード、口座間振込など
・自分の店舗で販売する商品の自家用・贈答用の消費

具体的な入力方法については、裏表紙の索引から、該当ページをご参照ください。
また、システムの操作方法については、『オンライン回答システム利用ガイド』をご覧ください。

現金収入

クレジット・電子マネーなど現金以外による購入

現金支出

A

B

C

家計簿に入力する「支出」は各世帯員が支払う金銭のすべ
て、「収入」は各世帯員が受け取る金銭のすべてです。

二

（オンライン回答世帯用）
入力のしかた
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口座自動振替による支払1

有料のゲーム、音楽、アプリのダウンロードなどにかかっ
た料金のうち、携帯電話料金と合わせて支払っている分
を入力してください。なお、購入した時点では、「クレジッ
ト・電子マネーなど現金以外による購入」として入力して
ください（17ページ参照）。

有料コンテンツ利用料※1

洋服や日用品などを購入した代金のうち、携帯電話料金と
合わせて支払っている分を入力してください。
なお、購入した時点では、「クレジット・電子マネーなど現金
以外による購入」として入力してください（17ページ参照）。

有料コンテンツ利用料以外の買い物代等※2

・世帯員の預貯金口座から口座自動振替で行っている、公共料金、家賃、保険料の支払や、住宅ローン、クレジットカード払いの返済な
ど毎月または定期的に行う支払を入力してください。
・入力にあたっては、支払う料金の領収書や口座自動振替通知票、預貯金通帳などで支払の種類、金額をよく確かめ、家計簿の入力対象
期間 (各月1日～15 日、16日～末日 )に引落しがあった分を入力してください。
・公共料金や家賃などの支払をクレジットカードで行っている場合は、「クレジット・掛買い・月賦」欄にチェックを入れてください。 
・入力画面には、口座自動振替やクレジットカードで毎月の支払が行われている代表的な項目をあらかじめ用意しています。該当する支
払がある場合は、各項目の欄に入力してください。

何月分の料金かを入力してください。

公共料金1

領収書などを見て、支払分の使用量を入力してください。
また、器具代・工事費などが含まれている場合は、使用料金と区別し、
「手動入力」ボタンによる自由入力欄に入力してください。

電気料金・ガス料金2

NHKのBS放送受信料を含みます。
※NHKおよびケーブルテレビ以外の衛星放送受信料は「手動入力」 
ボタンによる自由入力欄に入力してください。

NHK放送受信料3

スマートフォンを含む携帯電話料金は、請求書などを見て、請求金
額（支払金額）の合計額にプロバイダ料金（インターネット接続料）
や固定電話料金などが含まれているときは、それぞれ該当する欄に
分けて入力してください。
内訳が区別できない場合は金額をまとめて入力し、セット料金に含
まれる内容を入力してください。
携帯電話料金と合わせて支払っている「有料コンテンツ利用料」※1、
「有料コンテンツ利用料以外の買い物代等」※2、「機器代金支払い分」
はそれぞれ該当する欄に入力してください。

携帯電話料金4

該当する新聞の種類を選択します。日刊工業新聞や株式新聞など
の業界紙は「その他」とします。電子版は「手動入力」ボタンによる
自由入力欄に入力してください。

新聞代6

ケーブルテレビ受信料にインターネット接続料や固定電話料金など
がセット料金として含まれているときは、それぞれ該当する欄に分
けて入力してください。
内訳が区別できない場合は「ケーブルテレビ等受信料」に金額をま
とめて入力し、セット料金に含まれるものにチェックを入れます。

ケーブルテレビ5

2

合計金額は自動計算されます。
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何月分の支払か入力してください。なお、学校授業料、PTA会費は、
該当する学校の種類をプルダウンから選択してください。

学校給食費や学校授業料、PTA会費、学校教材費7

「3歳未満」、「3歳以上」から該当する園児の年齢を選択し、何月分
の支払か入力してください。

保育所・幼稚園の保育料8

「世帯主または世帯員」、「離れて暮らす学生」、「離れて暮らす学生
以外」から該当する被保険者（誰の分か）を選択し、何月分の支払
か入力してください。

国民年金掛金9

「積立」、「掛け捨て」から該当する保険の種類、「世帯主または世
帯員」、「離れて暮らす学生」、「離れて暮らす学生以外」から該当す
る被保険者（誰の分か）を選択し、何月分の支払か入力してください。

保険料10

クレジットカードの代金が口座から引き落とされた場合は、何月分
か入力してください。

クレジットカード払いの返済11

商品の代金の支払を分割し、口座から引き落としている場合は、「支
払内訳」欄に「分割払い」と入力し、何回目の支払かも入力してく
ださい。

口座引落しによる分割払い14

デパートの友の会など、毎月の積立金や会費を口座自動振替によっ
て支払っている場合は「手動入力」ボタンによる自由入力欄に入力
してください。

自由入力欄への入力例12

・あらかじめ用意されている代表的な項目以外の支払を、世帯員の預貯金口座から口座自動振替などを行っている場合は、「手動入力」ボ
タンから入力してください (自由入力欄として「28」番以降に追加されます )。
・同じ種類の支払が複数ある場合は、「手動入力」ボタンによる自由入力欄にそれぞれ分けて、種類・目的がわかるように、また、誰の○月分・
○期分のようにいつの分の支払かを入力してください。 例）保険料、保育料など
・手持ちの現金に動きがない口座自動振替による支払は、『家計簿』への入力漏れを起こしやすいので特に注意してください。

BSの受信料など毎月の利用料金の支払をクレジットカードで行って
いる場合は、何月分の料金かを入力するとともに、「クレジット・掛買い・
月賦」欄にチェックを入れてください。

クレジットカードで支払っている場合13
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口座への入金（給与・年金等）2

世帯主の例

入金のあった日付を入力してください。

本給日1

給与2

厚生年金保険料、厚生年金基金掛金や退職金等年金掛金、確定拠出年
金の掛金は、それぞれ分けて入力してください。

社会保険料3

財形貯蓄4

借入金など5

原稿料など6

4

・世帯員の預貯金口座に、給与、賞与、年金、仕送り金などが振り込まれた (入金された )場合に、入力してください。
・世帯員全員の収入について世帯員ごとに入力してください。世帯主、世帯主の配偶者以外の世帯員については、続き柄を追加してから
入力してください。 
・収入は、税金や社会保険料などが引かれる前の金額を入力します。 
・収入はあらかじめ固定項目として用意されている「収入項目」に沿って、その内訳を入力し、収入から引かれる税金・社会保険料などは、
あらかじめ固定項目として用意されている「控除又は納付項目」に沿って、その内訳を入力してください。

税引き前の収入額の内訳は「月々の給与」タブの「収入項目」から入
力する項目を押して表示される画面で、税金や社会保険料などの控除
額の内訳は「月々の給与」タブの「控除又は納付項目」から入力する
項目を押して表示される画面で入力してください。
「賞与」タブ、｢年金・その他の収入｣タブも同様に入力してください。  

社員貸付制度や高額医療貸付制度などを利用して借り入れた金額は、
「年金・その他の収入」タブに入力してください。

税込み額（天引きされる前の金額）を｢年金・その他の収入｣タブの
｢収入項目｣から入力する項目を押して表示される画面で、その所得税
（源泉徴収分）は｢年金・その他の収入｣タブの｢控除又は納付項目｣から
入力する項目を押して表示される画面で入力してください。

該当する「財形貯蓄種別」を選択します。複数ある場合は、「項目の追加」
ボタンを押して新たに作成した入力欄に入力してください。その際、「財
形貯蓄年金」のように財形貯蓄種別を追記してください。
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世帯主の配偶者の例

基本給（基本支給額）は「本給」に入力してください。

勤務形態がパートやアルバイトなどの場合7

その他の例（世帯主の母）

種類を詳しく入力してください。なお、数か月分がまとめて
入金された場合はその額をそのまま入力してください。

年金8

給与や賃金以外の収入が口座に入金された場合は、その都度
できるだけ詳しく入力してください。

その他の収入9

経費を差し引いた金額を入力してください。

内職収入10

5

・あらかじめ固定項目として用意されている「収入項目」、「控除又は納付項目」に該当するものがない場合は、「手動入力」ボタンを押し
て新たに入力してください。
・複数の勤め先から給与や賞与を支給されている場合は、勤め先ごとにそれらすべてを入力してください。 
・手持ち現金に動きがない口座への入金は、『家計簿』への入力漏れを起こしやすいので特に注意してください。

給与・年金などを現金で受け取っている場合は「現金収入・現金支出」として入力してください（22ページ参照）。
無職世帯において、年金、失業手当や生活保護費などの社会保障給付金の入金があった場合は、「年金・その他の収入」タブに入力してください。
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日々の支出・収入3
日々生じる収入・支出を毎日入力してください(「口座自動振替による支払」・「口座への入金」以外の収入・支出)。

1

2

3

4

6

カレンダーから入力する日を選択します。
「日々の収支」画面で入力方法(「手動入力」機能・「自動入力」機能・「代行入力」機能)を選択してください。  なお、
入力方法の詳細は『オンライン回答システム利用ガイド』を参照してください。
入力内容で特に説明を要することや参考になることがあれば「メモ」欄を押し、入力してください。
収入・支出が全くない日は、該当日をカレンダーから選択し、「日々の収支」画面で「収支なし」を選択してください。

1
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購入した商品は、個々の品名や誰
が使用するかなどを具体的に入
力してください。贈答用や離れて
住んでいる親族や家族、友人・知
人にあげるために購入した商品
は、そのことが分かるように選択
してください。

購入した商品ごとに数量・単位
（食料品の数量・単位は最初の1
か月目のみ）を入力してください。

「手動入力」機能の入力画面

現金収入についてA

■家賃収入
■内職収入
■キャッシングやカードローン・質入れなどの借入金 
■他人に貸した貸付金の返済
■離れて住んでいる家族からの仕送り金 
■友人・知人からのせん別や香典・祝金 
■株式・債権の売却収入 
■買取店への売却・オークション販売で得た収入　など

※口座に入金された場合は「口座への入金」画面で入力してください
（４ページ参照）。

●現金で受け取った収入は、「収支登録」画面の「収入」ボタンを押
し、入力してください。給与や賞与などの収入は22ページの入
力例のように、税金や社会保険料などが引かれる前の金額を、本
給、通勤手当、時間外手当などに分けて入力してください。
●なお、現金と同様に使える商品券をもらった場合や預貯金口座
から現金を引き出した場合も、「収支登録」画面の「収入」ボタン
を押し、入力してください。
●上記の収入のほか、現金で受け取ることがある収入には、以下の
ものがあります。 

7

現金収入は「収入」ボタン、現金支
出は「支出（現金）」ボタン、クレ
ジット・電子マネーなど現金以外
の支出は「支出（現金以外）」ボタ
ンを押し、それぞれの入力欄に入
力してください。
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現金支出についてB

■現金払いの家賃
■キャッシングやカードローンなどの借入金の返済 
■他人に貸した貸付金 
■離れて住んでいる家族への仕送り金や授業料 
■友人・知人へのせん別や香典・祝金   など

現金以外による購入についてC

●現金で支払った支出は「収支登録」画面の「支出(現金)」ボタンを
押し、入力してください。なお、手持ちの現金を預貯金口座に預
け入れた場合も「収支登録」画面の「支出(現金)」ボタンを押し、
入力してください。
●一般的な買い物での支出のほか、現金で支払うことがある支出
には、以下のものがあります。

8

●現金以外の支出（クレジットカード、電子マネーなど現金以外の方法
で商品、サービスを購入した場合）は「収支登録」画面の「支出(現金以
外)」ボタンを押して入力し、「支払い方法」欄のプルダウンから支払
方法を選択します。
●購入代金の支払を、後日、「一括払い」または「分割払い」で行うものや
電子マネー・商品券で購入したものなど、商品・サービスを現金以外
の方法で購入した場合は、すべて「収支登録」画面の「支出(現金以
外)」ボタンを押し、入力してください。SA
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商品・サービスの購入の際、ポイントサービスやクーポン券などを使った場合は、実際の代金（値引き前の金額）を「収支登録」
画面の「支出（現金）」ボタンまたは「支出（現金以外）」ボタンを押して入力し、ポイントサービスやクーポン券などによる
値引き額を「収支登録」画面の「収入」ボタンを押して入力してください（18ページ参照）。
QRコードやバーコード等による決済サービスを利用した場合は、支払方法の種類に応じてプルダウンから該当の選択肢を選んでく
ださい（15ページ参照）。

クレジットカードでの購入など、購入代金の支払を、後日、「一括払い」または「分割払い」で行う場合が該当します。

クレジット、掛買い・月賦による購入の場合

使用前にチャージする必要がある電子マネーで、チャージした金額の範囲内で商品・サービスを購入することがで
きます。
例）Suica（スイカ）、ICOCA（イコカ）、PASMO（パスモ）、Edy（エディ）、nanaco（ナナコ）、WAON（ワオン）など

プリペイド（前払い）方式

購入した商品・サービスの代金を後日まとめて支払う形式の電子マネーです。プリペイド方式のように使用前に
チャージする必要はなく、クレジットカードのような使い方ができる電子マネーです。
例）PiTaPa（ピタパ）、QUICPay（クイックペイ）、iD（アイディー）など

ポストペイ（後払い）方式

電子マネーで商品・サービスを購入した場合が該当します。電子マネーは、精算方法の違いから以下の「プリペイド（前
払い）方式」と「ポストペイ（後払い）方式」の２種類に分類されます。

電子マネーによる購入の場合

世帯または世帯員が経営する店舗で販売する商品を、自家用・贈答用に消費した場合が該当します。金額はその店
舗での商品の販売額を入力してください。

自分の店の商品を家計用として取り入れた場合

預貯金口座から販売事業者の口座に代金を振り込んで商品・サービスを購入した場合が該当します。インターネッ
ト通販やテレビショッピングでの代金の口座間振込のほか、離れて住んでいる親類や家族の口座に世帯員の預貯
金口座から仕送り金を振り込む場合もこれに該当します。口座間振込を行う際に生じた振込手数料も併せて入力し
てください(15ページ参照)。

口座間振込等の場合BANK

全国百貨店共通商品券やQUO（クオ）カードなどで商品・サービスを購入した場合が該当します。この商品券は、現金と同
様に多様な商品を購入できる商品券やプリペイドカードなどが該当しますが、購入できる商品が限定されている図書カー
ドやビール券などは該当しません。
※図書カードやビール券など購入できる商品が限定されている商品券やプリペイドカードなどは、その商品券を購入したときに家計簿に入力しますが、その商
品券を使ったときは家計簿に入力する必要はありません。

※電子マネーにより支払い方式を選択できる場合がありますので、実際の支払い方式にしたがって入力してください。

商品券等による購入の場合

※「QRコード」は、（株）デンソーウェーブの登録商標です。

デビットカードによる購入の場合DEBIT

金融機関の預貯金口座と紐付けられたデビットカードやキャッシュカードで商品・サービスを購入した場合が該当しま
す。商品・サービスの購入時に紐付けられている預貯金口座から代金の引落し（即時決済）が行われます。スマートフォ
ンのアプリなどからＱＲコード、バーコード等で購入する際に使用する「残高」に紐付けられている口座から即時に引き
落とされる方法でチャージしたような場合もこれに該当します。

9
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日々の支出・収入（現金収入又は現金支出）
・品名は一つ一つ分けて、具体的に入力してください。
・最初の1か月目に入力する食料品の数量は、1山、1袋、1尾、1本などではなく、400g(グラム)、1800ml(ミリリットル)などのように
重さや容量で入力してください。

3-1

何月分の料金かを「内容（購入商品の品名・料金名）」
欄へ入力してください。

家賃、電気代、ガス料金、保険料など1

誰の、どのような収入か「内容（現金収入等の種類・
内訳）」欄へ入力してください。

現金で受け取った収入3

その代金を支払ったときにまとめて「内容（購入商品
の品名・料金名）」欄へ入力してください。

牛乳代、新聞代など(月ぎめ支払)2

10

収入と支出のそれぞれの合計金額は自動計算されます。

1

2

3

4

5

6

7
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「収入」ボタンを押し、入力してください。

預貯金引き出し4

デパートなどの商品券や
小切手をもらった場合

6

「※世帯主または世帯員の「こづかい」から支払っ
た場合にチェックしてください。」欄の該当するほ
うへチェックを入れ、誰のこづかいから支払ったか
を入力してください。
なお、ホーム画面に表示されている「調査期の現
金残高」には反映されません。

世帯員の「こづかい」から
支払った場合

7

「支出 (現金 )」ボタンを押し、入力してください。

預貯金(預け入れ)、
貸付金、借入金返済など

5

11

誰からもらったかを入力し、「収入の種類」欄のプ
ルダウンで「商品券・プリペイドカードの受領」を
選択してください。
なお、ホーム画面に表示されている「調査期の現
金残高」には反映されません。
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誰が使用するかを「内容（購入商品の品名・料金
名）」欄へ入力してください。

定期券8

誰の、何月分の支払かを「内容（購入商品の品名・
料金名）」欄へ入力してください。

授業料、各種会費など9

12

8

9

※1

※2
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※1 値引きについて（一括更新機能）

※2 消費税について（一括更新機能）

13

すべての商品を一律の割引額で
購入した場合や、複数の商品が
まとめて値引きされた場合は、
該当する商品ごとに❶「割引き
前」にチェックを入れ、❷値引
き前の代金を入力し、次の行に
❸「割引額」ボタンを選択し、❹
値引き額をまとめて入力してく
ださい。なお、割引額の「金額」
欄を必ずマイナスを付けてくだ
さい。

※一括更新機能については『オンラ
イン回答システム利用ガイド』
28ページのQ5参照。

数種類の買い物をしたレシート
などが税抜価格の表示となって
おり、消費税がまとめて表示さ
れていた場合は、該当する商品
ごとに❶「税抜き」にチェック
を入れ、❷税抜の代金を入力
し、次の行に❸「外税・納税額」
ボタンを選択し、❹消費税をま
とめて入力してください。

※一括更新機能については『オンラ
イン回答システム利用ガイド』
28ページのQ5参照。

1

2

2

4

3

1

2

2

4
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・品名は一つ一つ分けて、具体的に入力してください。
・現金以外で購入した場合は、該当する購入方法を「支払い方法」欄のプルダウンから選択してください。 
・最初の１か月目に入力する食料品の数量は、１山、１袋、１尾、１本などではなく、400g（グラム）、1800ml（ミリリットル）などの
ように重さや容量で入力してください。

日々の支出・収入
（クレジット・電子マネーなど現金以外による購入）3-2

一括払い・分割払いにかかわらず、金額は代金の全額
を入力してください（分割額ではありません）。
現金で頭金を支払った場合も、それを含めた代金の全
額を入力してください。なお、頭金については、「支出（現
金）」ボタンを押し、支払った金額とどの商品かを入力
してください。（22ページ参照）。

クレジットカードで購入した場合1

紳士用、婦人用、子供用の区別がつくように「※衣服・
履物を購入した場合に選択」欄のプルダウンから選択
してください。

衣料品など2

商品を購入した場合は、その都度、品名、数量、
金額を入力するとともに、贈答、来客、見舞
いなど交際用に購入した場合や、離れて住ん
でいる親類や家族のために購入した場合は、
「用途」欄のプルダウンから該当する用途を選
択してください。

使用目的について3

冷凍食品や弁当を購入した場合は、「冷凍」、「弁当」
などと入力してください。また、生鮮食品や乾物を購
入した場合は、生鮮か乾物かがわかるように入力して
ください。

食品について4

外

14

1

2

3

4

収入と支出のそれぞれの合計金額は自動計算されます。
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品名、用途とともに電子マネーの名称も入力してくだ
さい。

電子マネーで購入した場合5

品名、用途とともに決済サービスの名称も入力してくだ
さい。
また、決済時に選択した支払方法に応じた選択肢（ク
レジットカード又は携帯電話料金等からまとめて支払う
場合は「クレジット掛買い・月賦」、チャージしていた
残高から支払う場合は「電子マネー（プリペイド）」、
口座から即時に引き落とされた場合は「デビットカード」
等）を選択してください。

QRコード等による決済で購入した場合6

※1 口座間振込等で購入した場合（一括更新機能）

15

振込手数料を分けて入力してく
ださい。なお、「支払い方法」 
欄のプルダウンで「口座間振込
等」を選択してください。

※一括更新機能については『オンラ
イン回答システム利用ガイド』28
ページのQ5参照。

5

6

※1
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16

・家計簿は、商品・サービスを購入した日に入力します。 
・プリペイド方式の電子マネーにチャージを行った日にも家計簿の入力をお願いします。 
・クレジットカードやポストペイ方式の電子マネー、プリペイド方式の電子マネーのオートチャージなど、代金の後払いが生じるものは、
  その返済を行った日にも家計簿の入力を行ってください。なお、電子マネーにより支払い方式を選択できる場合がありますので、実際の 
  支払い方式にしたがって入力してください。
・すべて「支出」欄に入力してください。

クレジットカード

現金

電子マネーへの
 チャージ 

(入金・積み残し)

電子マネー

現金

支出の内容 支払方法 家計簿へ記入する日 入力先

チャージした日

口座から引き
落とされた日

チャージした日

購入した日

購入した日

クレジット・電子マネーなど
現金以外による購入

クレジット・電子マネーなど
現金以外による購入

口座自動振替による支払

クレジットカード

利用した日

口座から引き
落とされた日

クレジット・電子マネーなど
現金以外による購入

1 口座自動振替による支払

現金収入又は現金支出

商品・サービスの
購入

1

現金収入又は現金支出

支払方法による家計簿の入力の違いについて

3-2

3-1

3-2

3-2

3-1

1 3-2

3-1
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具体的な利用内容の入力例

1

1

「内容 ( 購入商品の品名・
料金名 )」欄に電子マネー
の名称、「金額」欄にチャー
ジ金額を入力します。

2

「内容 ( 購入商品の品名・料金名 )」欄にチャージの方法と電子マネーの
名称、「金額」欄にチャージ金額を入力します。

2

携帯電話やスマートフォンなどから、有料のアプリをダウンロードしたり、
洋服や日用品などを購入した場合、それぞれ入力します。

1

携帯電話やスマートフォンなどの機器代金を、月々の携帯電話料金と合
わせて分割払いで支払う場合、分割前の購入金額を入力します。

2

後日、口座から携帯電話料金が引き落とされた日に、内数として、「有料
コンテンツ利用料」、「有料コンテンツ利用料以外の買い物代等」、「機器
代金支払い分」に分けて入力します。

3

「支払い方法」は「クレジット掛買い・月賦」を選択します。3

ＱＲコード等による決済で使用する残高にチャージした場合、チャージ時に選
択した支払方法に応じた選択肢 ( 例 : クレジットカード又は携帯電話料金等か
らまとめて支払う場合は「クレジット掛買い、月賦」、口座から即時に引き落と
される場合は「デビットカード」等 )を選択します。

17

①電子マネーにチャージ（入金・積み増し）をした場合

②購入した商品などの代金が後日、携帯電話料金と合わせて支払われる場合合

現金でチャージした場合、
「支出 ( 現金 )」ボタンを
押します。

オートチャージやクレジットカードによるチャージをした場合、「支出 (現
金以外 )」ボタンを押します。

1

1

2

2

3

入力例

3

入力例

1

2

入力例
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1

「内容（現金収入等の種類・内訳）」欄に交換の内容を入力します。2

3

③ポイントを電子マネーや商品券に交換した場合

1

2

④ポイントカード、クーポン券などと現金を併用した場合

1

2

3

⑤ポイントカード、クーポン券などとクレジットカードを併用した場合

18

「収入の種類」欄のプルダウンで該当するものを選択します。

「収入の種類」欄のプルダウンで「ポイントの使用・換金」を選択します。

「収入」ボタンを押します。

「支出（現金）」ボタンを押します。
商品の実際の代金（値引き前の金額）を入力します。

ポイントやクーポン使用分は「収入」ボタンを押し、「内容（現金収入等
の種類・内訳）」欄に「ポイント使用」や「クーポン券使用」などと入力、
その金額を「金額」欄に入力します（ポイントのみで購入した場合も同
様に入力します）。

商品の実際の代金（値引き前の金額）を「支出（現金以外）」ボタンを押し、
入力します。

ポイント使用分は、「収入」ボタンを押し、何の商品に対するものか「内容（現
金収入等の種類・内訳）」欄に入力、その金額を「金額」欄に入力します。

1

2

3

入力例

2

入力例

1

2

3

入力例
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購入できる用品が限定されている図書カードやお米券などは、購入した時点で使用したものとみなし、使用時は家計簿への入力は
不要です。

使用目的（贈答用など）を「用途」欄のプルダウンから選択します。1

⑥商品券やプリペイドカードなどを購入した場合

3

使用した金額を入力します。1

2

3

⑦購入できる商品が限定されない商品券やプリペイドカードなどを使用した場合

19

差額を現金で支払った場合は、「支出（現金）」ボタンを押し、どの商品
の差額分であるか及び「商品券不足分」等を「内容（購入商品の品名・
料金名）」欄に入力し、その金額を「金額」欄に入力します。

現金で受け取ったお釣りについては、「収入」ボタンを押します。
どの商品のお釣りであるかを「内容（購入商品の品名・料金名）」欄に入力、
その金額を「金額」欄に入力します。

1

入力例

1

2
3

入力例
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外食、出前、宅配、飲食店からの持ち帰りかを「内容（購入商品の品名・
料金名）」欄に具体的に入力します。

1

来客者用（一緒に住んでいない親類や家族を含む）の食事として注文し
た出前や宅配などの場合は「用途」欄のプルダウンから「その他 ( 自由
入力）」を選択し、「来客用」と入力します。

2

3

立て替えている場合、「用途」欄のプルダウンから「その他 (自由入力）」を選択し、「立替分」とし、誰の分かも入力します。4

5

6

内訳が不明の場合は、「飲み会（外食）」などとまとめて入力してもかまいません。7

⑧外食などをした場合（出前・宅配・テイクアウトなどを含む）

20

立替金が戻ってきた場合は、「収入」ボタンを押し、入力します。

外でお酒を伴う食事をした場合は、料理（つまみやコース料理）とお酒に分けて「内容（購入商品の品名・料金名）」欄に
入力します。

飲食店などで、自分以外の人の分も支払った場合は、「数量」、「単位」
欄に人数を入力します。

3

5

6

1

2

4

7

入力例
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⑨病院関係の支払をした場合

誰の分で、診療代、入院費、検診料の区別がわかるように入力します。1

診療代は、歯科とそれ以外を区別し、薬代を分けて入力します。2

入院費は、出産とそれ以外を分けて入力します。3

⑪市価に比べて著しく安く購入した場合

価格が安い理由を入力します。1

⑫旅行・レジャーに関する支払をした場合

「旅行費用」とまとめて入力せず、内訳がわかるように入力します。1

パック旅行は、「内容（購入商品の品名・料金名）」欄に国内か海外かを
分けて入力します。

2

離れて住んでいる人の分を支払った場合、誰の分で、その人数も入力し
ます。

3

⑩介護保険を利用した場合

介護保険で提供されるサービスを利用した場合は、利用した人と内容が
分かるように入力します。

1

21

1

2

3

2

3

入力例

入力例

入力例

SA
M
PL
E



1

2

⑬「クレジット、掛買い、月賦」で購入した場合

（例）冷蔵庫を分割払いで購入し、合計金額210 ,000円のうち、
現金で頭金10,000円を支払った場合、頭金は「支出（現金）」
ボタンを押し、入力します。

商品が届いた時に商品ごとに入力します。1

⑭生協などで商品を宅配で購入した場合

代金が口座から引き落とされた日に「口座自動振替による支払」として
入力します。

2

受け取った日の「現金収入」として、誰の、何月分の、どのような収入
かがわかるように入力します。

1

⑮給与・年金などを現金で受け取っている場合

給与・年金などは、税引き前の収入額の内訳を「現金収入」として、税
金や社会保険料などの控除額の内訳を「現金支出」として入力します。

2

22

頭金を現金で支払った場合でも、頭金を含めた代金の全額を「支出（現
金以外）」ボタンを押し、入力します。

頭金は「支出（現金）」ボタンを押し、どの商品の頭金かがわかるように
入力します。

1

2

2

入力例

入力例

入力例
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1

自動車購入返済分の代金が口座から引き落とされた日に「口座自動振替
による支払」として入力します。

2

⑯自動車を購入した場合

請求書を参考にし、技術料、車検代行手数料はそれぞれの合計金額を入
力します。

1

部品を交換した場合、部品代の内訳を入力します。2

車検に必要な法定費用は、自動車重量税、自賠責保険料、印紙代などに
それぞれ分けて入力します。

3

4

⑰自動車を車検に出した場合

内訳が不明な場合は、「車検代」としてまとめて入力してもかまいません。

23

購入時の費用明細書などを参考にし、車体価格のほか、自動車重量税、
自賠責保険料などの費用の内訳がわかるように入力します（下取り金額
が含まれている場合は、マイナスを付けた金額を入力します）。

値引きがあった場合、技術料と部品代のどちらの値引きかわからない場
合は「車検費用値引き」としてマイナスを付けた金額を入力します。

2

1

2

3

4

入力例

入力例 SA
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高額の支出も忘れずに『家計簿』への入力をお願いいたします。
家計簿提出前に表示される「提出前確認一覧」を確認していただき、
入力漏れのないようご注意ください。

具
体
的
な
利
用
内
容
の
入
力
例

口座自動振替による支払1 P2-3
口座への入金（給与・年金等）2 P4-5

支払方法による家計簿の入力の違いについて P16

日々の支出・収入
（現金収入又は現金支出）
（クレジット・電子マネーなど現金以外による購入）

3
3-1

3-2

P6-15
P10-13
P14-15

電子マネーにチャージ（入金・積み増し）をした場合1

入力例（索引）

P17

P19

P22

P23

P20

P21

P18

購入した商品などの代金が後日、携帯電話料金と合わせて支払われる場合2

ポイントを電子マネーや商品券に交換した場合3
ポイントカード、クーポン券などと現金を併用した場合4
ポイントカード、クーポン券などとクレジットカードを併用した場合5

商品券やプリペイドカードなどを購入した場合6
購入できる商品が限定されない商品券やプリペイドカードなどを使用した場合7

外食などをした場合（出前・宅配・テイクアウトなどを含む）8

病院関係の支払をした場合9
介護保険を利用した場合10
市価に比べて著しく安く購入した場合11
旅行・レジャーに関する支払をした場合12

「クレジット、掛買い、月賦」で購入した場合13
生協などで商品を宅配で購入した場合14

自動車を購入した場合16

給与・年金などを現金で受け取っている場合15

自動車を車検に出した場合17

24

・入力内容は、統計を作成するためだけに用いられ、徴税など統計以外の目的に使われることはありません。
　また、法律（統計法）により、調査員を始め調査関係者は調査によって知り得た事項を他に漏らすことは固く禁じられています。
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